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１．活動のテーマ

＜テーマ＞

＜テーマの設定理由＞

２．活動スケジュール

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

とうきょう すくわくプログラム活動報告書

（活動のためにどのような環境を設定したか、準備した素材や道具）

園にあった図鑑等に加えて、実際にいくことが決まった動物園に図鑑を購入したり、パンフ

レットを大きくし共有出来るようにしたことで、動物園内のどこの場所にどんな動物がいる

のかがわかり、図鑑と合わせてイメージを持てるようにしていった。

遠足に行く日が決まっていたこともあり、１か月ほど前からどのようなところに遠足にいきたいかの話

し合いから始まった。行き先が決まると、どんな動物がいるのか、自分が観察したい動物はいるか、同

じ動物に関心がある友達とどのように観察したらいいのか話を進めていった。

動物園ではそれぞれ写真を撮ってみることを決めると、遠足の前に友達と写真を撮り合い、撮り方の体

験もしてみた。遠足後も飾りを作ったり、動物園の地図に感想を加えて、保護者や他クラスの友だちに

様子を伝えていった。

世田谷区下馬3-14-9

社会福祉法人杉の子保育会

動物をテーマにした探求活動を行った。

（テーマに関する子どもの興味関心、園の特色など）

虫を中心とした生き物に関心を持っている子が多いクラスだったので、子どもたちと相談し

動物園の動物について調べて実際乃動物の姿を見に行くことに決めた。

66-0665

下馬鳩ぽっぽ保育園



４．探究活動の実践

＜活動の内容＞

＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり＞

５．振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞
一つのことに集中して話し合いへの参加がなかなかできていなかった子が、自分の気持ちをみんなに伝

えようとする様子が多く見られ、自信につながった様子を見ることができた。その動物園に何度も言っ

ている子が様子の話をしてくれたので、その話をヒントに回るコースを決めたりしたので、応用力も身

に就ていることを感じることができた。自分たちが体験してきたことを言葉にして友だちに伝えること

も行い、クラスでの話し合いの中で、自分が伝える、友だちの話を聞いてまた考えることを行ったきた

ことで、しっかり自分たちの言葉で伝えることができてきていた。

遠足に行く日が決まっていたこともあり、１か月ほど前からどのようなところに遠足にいきたいかの話

し合いから始まった。動物園にいくことが決まると、どの動物のどんなところを観察してみたいのか、

少し時間をかけながら図鑑などをみながら進めていった。パンフレットを見ながら、限られた時間の中

でどのように回れば多くの動物の観察ができるのか、意見を出し合いながら進めっていき、当日を迎え

た。遠足後は数日かけて、観察してきた動物の感想を書いて掲示をすることができた。

（活動の内容、活動中見られた子どもの姿、保育者との関わり等）

話し合いの時間が⾧くなったり、回数を重ねる中で、気持ちがどんどん高まる子と少しずつ落ち着いて来る

ことの違いが見えて来るようになったので、気持ちが向かないときは近くで他のことをする姿もあった。遠

足間近にデジカメを使用してみることを提案すると、また子どもたち全体に期待感が出てきて、動物、回る

コースについてなど、子どもたち同士で話しあっている様子があった。ドキュメンテーションを話し合うた

びに掲示したので、保護者にも様子が伝わり日々の会話が継続してできていった。

活動の様子が分かる写真 2枚以上を貼付してください。

（HPなどで公開する可能性がありますので、公開可能なものを使用ください。）


